
　作業中の事故や労災などは企業経営にとっても
大きなリスクとなります。北海道大学、軽労化研
究会では株式会社スマートサポート、株式会社ハ
イテックシステムと共同で『作業動作可視化シス
テム（仮称）』を開発しました。

　作業動作可視化システムでは、リスクを未然に
防ぐために、作業を可視化し、作業者にかかるリ
スクを定量的に評価することで、作業手順やライ
ンの見直しが可能になります。また、スマートス
ーツ®などの軽労化ツールの活用が、作業者のカ
ラダにかかる負担や疲労をどの程度軽減（軽労化）
するかを示すことができるようになります。
　新たに開発したシステムは、計測対象の作業者

に500円玉ほどの大きさのセンサー（下写真）
を腰、腿、脛の3カ所に取り付けデータをスマー
トフォンに記録します。
　このデータを解析処理して国際的な姿勢評価
の指標である「OWAS法」によって分類するこ
とで、作業中の姿勢による腰痛の危険度を評価
することが可能となります。
　同システムは被験者にとってはセンサーの重さ
を気にせず、普段通りに働けるのがメリットです。

　ミサワホーム札幌工場では最先端の技術を導入
し、その工程のほとんどが自動化されていますが、
一部の工程では経験豊かな熟練の職人の手でなけ
ればできない作業があります。これら“人の手”に
よる工程を担う作業者も高齢化がすすんでいます。
たとえば床面に置かれたボードへの釘打ち工程な
どは中腰姿勢を長時間維持しなければならず、腰
にかかる負担により腰痛の発症などが懸念されて
います。熟練の作業者も加齢とともに体力（筋力・
持久力・気力）が減退し、これまで容易にできて
いたことも負担に感じることが多くなってきます。
　住宅部材の生産を行っている同工場で働く６５
歳の熟練作業者のリスクを作業動作可視化システ

　

センサとスマホでリスクを可視化

仕事をハカル  ーミサワホーム札幌工場ー
ムを用いてOWAS法による４段階のACコードで評
価しました。（次ページへ続きます）
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